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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名  「令和３年度足立区教育振興ビジョンの点検・評価報告書」について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

 令和２年３月に策定した「足立区教育振興ビジョン」の令和２年度実績

について点検・評価を行い、別添資料１のとおり取りまとめたので報告す

る。 
 
１ 「足立区教育振興ビジョン」の進捗に関わる点検・評価の概要 
（１）対象：計画中の令和２年度の成果指標と活動指標の実績 
（２）実施時期：令和３年３月から８月にかけて評価を実施 
（３）評価方法 

ア 自己評価 
各所管は、戦略毎に成果指標及び活動指標の達成状況や課題の分

析、今後の方向性について自己評価を行った。 
イ 外部評価 

点検・評価委員は、各所管による自己評価やヒアリングを通し
て、各戦略毎に、観点別評価（４つの観点について７段階）及びこ
れに基づく全体評価（ＡからＥまでの７段階）を行った。 

（４）令和３年度点検・評価委員 
・ 石塚 等（横浜国立大学 教職大学院 教授） 
・ 齊藤 多江子（日本体育大学 児童スポーツ教育学部 准教授） 

 

２ 計画の進捗状況 

 令和２年度は新型コロナウイルスの影響で、大半の事業が縮小・未実

施となった。そのため、ビジョンに掲げた成果指標と活動指標のうち、

今年度の目標を達成したのは、全体の約３割にとどまった。 

表１ 令和２年度指標達成状況表[（ ）内は分布率] 

 

 

 
 

３ 点検・評価委員による令和２年度評価概要 

（１）全体評価は、最高でもＢ評価に留まった(７段階中上から３番目)。 

（２）全体評価Ｂを受けた中でも基準点が最も高かった(16点/21点)のは

施策２-戦略２「個に応じた学習指導・学習機会の充実」と、施策３-

戦略１「不登校や発達支援等の課題を抱える子どもの心のケア・悩み

相談」であった（表２）。 

（３）今回の評価で最も低いＣ-の評価を得たのは、施策５-戦略３「社会

的自立に必要な力の育成」であった（表２）。 

（４）観点３と観点４は、それぞれ平均4.9点(全体の87%が評価５以上)と

4.8点(75％が評価５以上)で「概ね戦略の方向性に沿って実施された」

「概ね教育的観点から有効な取組みがなされている」と評価された。 

（５）観点２「目標・成果の達成状況」は「課題が見られる」の評価４以

下となった戦略が半分を占めた（表３）。 

 

 100％以上 99％～50％ 
50％未満 

(未実施等測定不可含む) 

成果指標 21指標(25％) 19指標(22％) 42指標(51％) 

活動指標 40指標(34％) 41指標(35％) 37指標(32％) 

 

達成度 

 

 

指標 
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評点 全体評価 割合 

Ａ 良 0 0％ 

Ｂ＋  0 0％ 

Ｂ  11 69％ 

Ｃ  4 25％ 

Ｃ－  1 6％ 

Ｄ  0 0％ 

Ｅ 悪 0 0％ 

 

 観点２ 観点３ 観点４  

評点 戦略数 割合 戦略数 割合 戦略数 割合 戦略数 割合 

7 良 0 0％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 

6  1 6％ 1 6％ 1 6％ 3 6％ 

5  7 44％ 13 81％ 11 69％ 31 65％ 

4  5 31％ 2 13％ 4 25％ 11 23％ 

3  3 19％ 0 0％ 0 0％ 3 6％ 

2  0 0％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 

1 悪 0 0％  0 0％ 0 0％ 

平均点 4.4  4.9  4.8  4.7  

 

(５)50％が課題あり 

(１)Ｂが最高評価 

施策名・戦略名 観点１ 観点２ 観点３ 観点４ 全体 

【施策１】 児童・生徒の心身の健全な発達の支援 

 
戦略１ 豊かな心の育成  3 5 5 C 

戦略２ 健やかな体の育成  4 5 4 C 

【施策２】 確かな学力の定着に向けた就学前から義務教育期までの取り組み 

 

戦略１ 教員の授業力向上  3 5 5 C 

戦略２ 個に応じた学習指導・学習機会の充実  4 6 6 B 

戦略３ 就学前教育の推進  5 5 4 B 

【施策３】 不登校児など子どもの状況に応じた支援の充実 

 戦略１ 不登校や発達支援等の課題を抱える子どもの心のケア・悩み相談  6 5 5 B 

戦略２ 不登校の未然防止と学校復帰・社会的自立の支援  4 5 5 B 

戦略３ 切れ目のない特別支援教育の推進  5 5 5 B 

戦略４ いじめの早期発見・早期対応  5 5 5 B 

【施策４】 快適に学べる教育施設の整備と運営の充実 

 

戦略１ 安全で環境に優しい施設整備  5 5 5 B 

戦略２ 適正規模・適正配置  4 5 5 B 

戦略３ 学校運営支援  4 4 4 C 

戦略４ 就学環境の整備  5 5 5 B 

【施策５】 子ども・若者が社会と関わる力を育成するための成長支援 

 

戦略１ 多様な体験活動の提供とその充実  5 5 5 B 

戦略２ 家庭教育支援の充実  5 5 5 B 

戦略３ 社会的自立に必要な力の育成・支援  3 4 4 C- 

 

表３ 全体評価及び各戦略の観点別評価集計表 

【全体評価】      【観点別評価】 

表２ 令和３年度観点別評価及び全体評価一覧 

(２)Ｂ評価 

（最高点） 

(３)Ｃ-評価 

観点 2 目標・成果の達成状況 

観点 3 各取り組みが戦略の方向性に沿ったものか 

観点 4 児童・生徒にとって真に効果的か 

※ 観点1（助言・今後の期待への反映率）は評価初年度のためなし 

観点：７から１までの７段階評価 

全体：ＡからＥまでの７段階評価 



4 
 

４ 点検・評価委員からの主な意見 

（１）全体評価 

ア 成果指標や活動指標への達成状況は、コロナ禍を考慮すれば十

分な達成状況である。 

イ コロナ禍により制約のある中で工夫した取組みが見られた点は

評価できる。 

ウ 各取組みは計画で示す方向性に沿ったもので、効果的なものと

評価できる。 

 

（２）今後の期待・要望 

ア 戦略によっては、既存の指標のみでは当該戦略・事業が児童・

生徒に対しどのような効果をもたらしたか十分な測定ができな

いため、新たな指標の設定を検討して欲しい。 

イ 令和２年度に実施できなかった各種研修や事業は、感染症対策

を講じたり、事業の持ち方を工夫するなどし、取り組みを進め

て欲しい。 
 
５ 今後の方針 

ア 今回の評価結果は各所管へフィードバックし、次年度の事業展

開や改善に反映させるとともに、次年度の評価の際に「反映結

果」として評価する。 

イ 指摘を受けたり、事業が終了・変更したため新設する指標の設

定については、各所管と協議し、適切な指標の設定に努める。 

問題点 

今後の方針 

 

 ※ 評価結果については、区ホームページで公表する。 

また、今年度の評価対象は計画に記載のある全ての取り組みを対象と

したが、令和４年度以降の点検・評価では、対象施策を絞るなど、より

深い評価を実施できるよう検討していく。 
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名  足立区学力総合調査委託事業者選定委員会の審査結果について 

所 管 部 課 名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

１ 選定委員会（プレゼンテーション）開催日 

  令和３年１１月１６日（火） 

２ 選定委員 

  ６名  ※ 区民１名欠席 

（学識経験者２名、区民１名、小・中学校長代表２名、区職員１名） 

３ 審査対象事業者 

  １者（提案書提出事業者 １者） 

４ 審査結果            ※ 詳細はＰ６のとおり 

提案事業者 
得点 

（満点６３０点） 
得点率 

株式会社ベネッセ

コーポレーション 
５１１点 ８１．１％ 

５ 提案書特定事業者 

  株式会社ベネッセコーポレーション 

６ 提案書特定日 

  令和３年１１月１８日（木） 

７ 提案見積金額 

  ４８，７００，０００円（消費税込） 

８ 提案内容の主な特長 

（１）「項目反応理論（ＩＲＴ）」に基づく問題の難易度の適正化と目

標値の適正な設定 

（２）教員向け説明会を通じた調査結果のフィードバックと活用の促進 

（３）児童・生徒個々の調査結果に応じた復習用教材の提供 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 

 ※ 

学力調査の円滑な実施に向け、事業者・学校と緊密に連携して準備

を進める。 
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業者名

第一順位

1

提案内容の的確
性 30 27

2 ４８０点 30 24

3 30 23

4 30 24

5 30 25

6 30 27

7 60 52

8 60 50

9 30 27

10 30 26

11 30 30 26

12 60 50

13 30 27

14

プレゼンテーショ
ン全体 30 25

15

６０点

30 26

16

コスト

６０点
60 60 52

－ 600 511

説明 評価基準（得点)

1 区内に本社がある場合 委員１人あたり５点を加点 30 － 0

2 区内に支社がある場合 委員１人あたり３点を加点 18 － 0

511

81.1

業務遂行体制は妥当か 業務を総括する管理責任者は、知識・経験が豊富で、関係者の期
待に応えられるか。さらに、業務に精通した職員が配置され、社内
の連携体制が整っているか。

60
調査問題を作成する部門に高い技術を持った専門職員が配置さ
れ、提案内容を実現するための役割分担と人員が確保されている
か。

90

業務担当者の取り組み姿勢が誠実かつ前向きで、意欲及び専門的
知識が感じられるか。また、質問者の意図を正しく理解し、的確かつ
誠実に回答しようと務め、説得力があるか。

60
提案書の内容はわかりやすく、具体的なものであるか。
資料の内容から、安心して業務委託をすることができるか。

調査結果は児童・生徒の
学力定着を図るのに有効
かつ適切であり、また調査
実施後の対応は充実して
いるか

提供される帳票類・データは、調査結果が詳細かつ的確に分析され
ており、学校・教育委員会が必要なものがそろっているか。

120

学校での早期活用に配慮し、調査結果の一部又は全部が6月30日
よりも早い時期に納品可能であるか。

調査実施後の説明会及び復習用教材提供の実施案が具体的に示
されており、その内容は児童・生徒の学力定着に資するものである
か。

得点率

分類

総　　　　　計

項
番

評価項目
加点 － 得点

区内業者

区内業者

項番
分類

合　　　　　計

60

120

業務実施手順は妥当か。作問や配送も含め、円滑な学力総合調査
実施のための年間スケジュールの提案及び事業効果を高める工夫
がされているか。

調査問題は、学習指導要
領に基づき、児童・生徒の
学力を的確に把握するも
のであるか

調査問題は、学習指導要領に基づき、適切に作問されているか。

調査問題の難易度及び目標値が毎年一定程度になるよう配慮がな
されているか。

コストは妥当か 従事職員の賃金に影響をあたえるような不当に廉価な価格を提示
しておらず、提案内容・業務範囲等を考慮すると、優れた費用対効
果が期待できるか。

提案事業者・担当者に意
欲、熱意、理解、協調性が
あるか
提案書の内容から業務遂
行に問題はないか

得点

足立区学力定着に関する総合調査委託　提案書特定結果

個人情報保護、内部情報漏洩防止、その他の関連法令の内規など
について、十分な配慮や適切な管理方法が示されており、法令順
守についても認識がある。

業務方針、業務計画や実
施手順は妥当か

指標
足立区学力総合調査の目的と特性を理解した方針を示している
か。

配点

評価項目

学校及び教育委員会との連絡体制とともに、緊急時の体制が確保
されているか。また、調査票等の配送や回収計画は確実かつ安全
に実施される見込みであるか。

調査対象児童・生徒の個人情報保護に十分配慮された具体的な対
応策が示されており、事故発生リスクに備えた体制が確立できてい
るか。

「知識・技能」の習得状況を測る問題及び「思考力・判断力・表現力
等」の育成状況を測る問題のバランスは適切か。

学校及び教育委員会との
連絡及び配送体制

個人情報保護に対する取
り組み、情報セキュリティ
等法令順守に対する取り
組み

対象業務名

足立区学力定着に関する総合調査委託
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名 ＡＩドリル選定会議の審議結果について 

所 管 部 課 名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

来年度全校導入を目指し、モデル導入しているＡＩドリルについ

て、選定会議において、モデル校の実践報告と教材の特性や機能を

踏まえて検討し、導入すべき教材を決定した。今後、本教材の令和

４年度導入に向け準備を進めていく。 

 

１ 教材名 

Ｑｕｂｅｎａ
キ ュ ビ ナ

〔株式会社ＣＯＭＰＡＳＳ〕 

 

２ 教材の主な特長 

（１）わかりやすい画面や少ない操作手順など、児童・生徒、教員

にとってストレスなく利用できる操作性 

（２）手書き入力のしやすさや正確な読み取りなど児童・生徒にと

って使いやすい解答方法 

（３）全ての問題にＡＩが実装されており、ＡＩの誤答分析によ

り、一人ひとり個々のつまずきに遡り出題する機能 

 

３ 必要経費 

本教材を利用するにあたり必要な経費を令和４年度当初予算案

に計上する。 

 

４ 導入時操作研修 

令和４年度当初から速やかな活用促進を図るため、令和３年度

中に教員向け操作研修を実施する。 

 

【参考】 ＡＩドリル導入の目的 

１人１台のタブレット環境を生かし、基礎学力定着に向けた

取組の柱である「個に応じた指導」の更なる充実を図るため、Ａ

Ｉドリルを導入する。 

【ＡＩドリルとは】 
生徒の解答状況からＡＩ機能により理解度を判断し、つまず

きの原因となっている学習内容に遡って出題する学習教材 
 

問題点 

今後の方針 

マニュアル策定及び活用事例の紹介、サポート体制などにより、

全校導入後の積極的な活用促進を図っていく。 
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件   名 東綾瀬中学校中高層条例説明会の開催について 

所管部課名 学校運営部学校施設管理課、施設営繕部東部地区建設課 

内   容 

 東綾瀬中学校の改築事業に伴い、中高層紛争防止条例に基づく説明会

を開催したので、以下の通り報告する。 

１ 日時・会場等 

（１）日時 

１０月２７日（水）午後６時から 

（２）場所 

東綾瀬中学校体育館 

（３）対象者 

   ・ 学校から概ね半径５０ｍ以内の住民及び地権者等 

   ・ 生徒の保護者 

２ 説明会概要 

（１）参加者 

   １５名 

（２）内容 

   ・ 施設概要および今後のスケジュールについて 

   ・ 施設計画詳細および日影、電波障害の影響について 

（３）主な意見および回答 

   ・ 工事車両はどこを通るのか。 

     →工事車両の搬入・搬出ルートも現在、実施設計において検

討中です。確定後、今後の説明会においてお示ししていきます。  

   ・ 災害時の対策はどうなっているか。 

     →水害を考慮し、体育館（避難所）を２階、電気室を屋上に

設置します。 

   ・ 日影の影響はどう変わるか。 

     →現校舎と日影の影響はあまり変わりませんが、北東側で一

部日影の範囲が大きくなる部分があります。 

３ 今後の説明会スケジュール 

・ 令和４年 ３月末～ ４月初旬頃・・・解体工事説明会 

  ・ 令和４年 ９月末～１０月初旬頃・・・新築工事説明会 

問 題 点 

今後の方針 
今後も引続き、丁寧に近隣住民等への周知及び説明会の開催を行う。 
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名  通学路緊急点検の実施結果について 

所 管 部 課 名 学校運営部学務課 

内 容 

６月２８日に発生した千葉県八街市での児童の死傷事故を受

け、文部科学省からの依頼に基づき緊急点検を実施し、東京都に

「合同点検を受けた対策必要箇所における対策状況に関する報

告」を行った。 

概要は以下のとおりである。 

 

１ 小学校から報告があった危険箇所及び緊急点検を実施した箇所 

（１）改めて危険箇所として各小学校から報告があった箇所 

５５校 １４３箇所（過去に点検実施した箇所も含む） 

（２）（１）のうち今回新たに学校から報告があり緊急点検を実施

した箇所 

３０校 ５９箇所 

※ 緊急点検を実施しない８４箇所は、直近の通学路合同 

点検において、対策を実施した箇所や、学校との調整に 

より学校での指導等で対応することとした箇所である。 

 

２ 対策の実施について 

（１）対策実施者別箇所数及び主な対策内容 

対策実施者 箇所数 主な対策内容 

学校・教育委員会 ２３箇所 
学校による注意喚起や通学路

の変更検討等 
道路管理者 

（工事課・交通対策課）  
２３箇所 

注意看板の設置やグリーンベ

ルトの施工等 

各警察署 ２０箇所 
薄くなった横断歩道や「止ま

れ」の路面標示の塗り直し等 
※ 対策実施の担当部署が複数にまたがる箇所があるため、 

合計数は、１（２）の数字と一致しない。 

（２）ガードレールの設置について 

１０箇所で設置の可否を検討したが、設置可能箇所は１箇所

であった。その他の９箇所は、道路の広さや家屋が接道してい

る等の理由で、設置は困難とされた。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

関係部署による対策の進捗状況を確認し、区のホームページに緊

急点検の実施結果を掲載する。 
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名  積立金等返還請求調停に関する和解後の経過について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

令和３年第２回足立区議会定例会で「積立金等返還請求調停に関

する和解」が議決された。和解時点では未確定だった足立区立さつ

き保育園に係る令和２年度の決算、積立金及び運転資金保有額が確

定したので報告する。 

 

１ 相手方 

  社会福祉法人江北会 

  （東京都足立区江北三丁目１７番４号） 

  理事長 野口 澄夫 

 

２ 積立金及び運転資金保有額の確定について 

項 目 内    容 金   額 

積立金 

和解内容 

(令和元年度

までの状況) 

さつき保育園積立金額 116,025,682円 

区控除承認額 △103,461,199円 

積立金控除後残額 

（暫定額）    （Ａ） 
12,564,483円 

令和２年度

決算内容 

さつき保育園収入合計 223,239,950円 

さつき保育園支出合計 225,715,698円 

年間収支差額     （Ｂ） △2,475,748円 

残額 

確定結果 

積立金控除後残額 

(運転資金保有額の確定) 

     （Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 

10,088,735円 

上記金額は、第６７号議案（令和３年７月９日議決）の２ 和 

解の要旨（４）（Ｐ１１～１２資料参照）に示すとおり、「令和 

２年度決算について積立金を取り崩すべき事由が生じたときは、 

運転資金を充当する」こととしていることから、決算報告の内容 

をもって運転資金保有額を確定させるものである。 

なお、指定管理期間終了後、この運転資金の残額があるときは、  

区へ返還するものとする。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 ※ 令和３年度以降の運転資金の使用にあたっては、事前に区に協議

の上、必要と認められる内容であるか確認を行っていく。 
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第６７号議案  

   積立金等返還請求調停に関する和解について  

 上記の議案を提出する。  

  令和３年６月２２日  

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生  

 

   積立金等返還請求調停に関する和解について  

 積立金等返還請求調停について、下記により和解する。  

             記  

１  相手方  

東京都足立区江北三丁目１７番４号  

  社会福祉法人江北会  

  理事長  野口  澄夫  

２  和解の要旨  

（１）  令和３年４月１３日時点で相手方が保有する足立区立さつき保

育園の指定管理に係る平成１８年度から令和元年度までの積立金

の合計額が次の金額であることを確認する。  

   金１１６，０２５，６８２円  

（２）  上記（１）の積立金のうち、次の金額について区への返還義務

がないことを確認する。  

   金１０３，４６１，１９９円  

（３）  上記（１）の積立金のうち、次の金額について、相手方が足立

区立さつき保育園の管理運営業務に係る運転資金として保有する

ことを認め、指定期間満了時または指定期間の満了前に指定管理

が終了した時点において、運転資金の残額がある場合は区へ返還

するものとする。  

   金１２，５６４，４８３円  

（４） 相手方の足立区立さつき保育園に係る令和２年度決算において、

資  料  
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令和２年度分の積立金が発生するときは、上記（３）の運転資金に

合算するものとし、積立金を取り崩すべき事由が生じたときは、上

記（３）の運転資金を充当することにつき、区の承認を得たものと

みなす。  

 

（提案理由）  

積立金等返還請求調停に関する和解について、地方自治法第９６条第

１項第１２号の規定に基づき、区議会の議決を得る必要があるので、こ

の案を提出いたします。  
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文 教 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１２月１３日 

件 名 「こころとからだアンケート」の実施結果について 

所 管 部 課 名 こども支援センターげんき教育相談課 

内 容 

１ 目的 

臨時休校明けの児童・生徒のストレス状態を把握し、教員やス 

クールカウンセラー（以下、ＳＣ）による個別支援に役立てる。 

 

２ 対象 

区立小・中学校 全児童・生徒（発達段階に応じた学年区分） 

   調査回答数 小学１年生～３年生 １２，７２９名 

         小学４年生～６年生 １３，６０３名 

中学１年生～３年生 １０，７００名 

         合計        ３７，０３２名 

※ 回答率８４．２％ 

３ 調査期間 

令和３年１０月６日～１０月２５日 

 

４ 調査結果 

（１）学年区分の特徴 

ア 小学１年生～３年生 

他の学年区分と比較すると、各項目におけるストレス反応 

は概ね低かった。 

イ 小学４年生～６年生 

「いらいらする」の項目では約７４％が「ある」又は「少 

しある」と回答し、他の学年区分との比較で最も高かった。 

ウ 中学生 

他の学年区分と比較すると、「眠れていない」「食べられて 

いない」の項目は、僅差ではあるが最も高かった。 

 

（２）身体的、情緒的影響と昨年度調査との比較 

ア 身体的影響（食欲、睡眠への影響） 

・ 上の学年区分ほど、身体的なストレス反応が強い。 

⇒ 昨年度は、小学１～３年生が最も高かった。 

・ 「眠れないし、食べられていない」の回答が小学４～６ 

年生、中学生で、昨年度比１ポイント以上上昇した。 

  ⇒ 人数的には少ないが、昨年度より強いストレス反応 

の児童・生徒の割合が増加した。 

イ 情緒的影響（意欲低下や苛立ちなどの影響） 

・ 昨年度と比較すると、小学生では、ほとんどの項目で 

約２ポイント減少した。 

⇒ 昨年度より、小学生の情緒的ストレス反応は減少した。 
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※ （）は令和２年度の割合 

※ （）は令和２年度の割合 

特徴 
 
 
学年 

①やる気が出ないこと

がある（小１～３年・怖

くて落ち着かないことが

ある） 

②いらいらしたり、か

っとしたりする ①と②の両方 

小１～３年 18.7% （23.7%） 23.4% （24.9%） 8.1% （10.0%） 

小４～６年 20.0% （22.6%） 22.0% （22.1%） 10.3% （11.9%） 

中学生 29.0% （27.3%） 18.3% （17.7%） 11.8% （11.9%） 

 

５ 結果分析 

（１）昨年度に引き続く分散登校で、友人等とのコミュニケーション 

不足による不安が、身体的影響に繋がった可能性がある。 

（２）休校慣れで情緒的影響を持つ児童・生徒が減少した可能性が 

ある。 

 

６ ストレス反応があった児童・生徒への支援 

回答の結果、配慮が必要と判断した児童・生徒に対しては、各 

小・中学校で教員やＳＣによる個別面談を行う。 

集計結果を各学校にフィードバックし、児童・生徒の心のケア 

に役立てる。あわせて保護者には面談等の際、情報提供していく。 

特徴 
 
学年 

①ぐっすり眠れていない ②食事がおいしく食

べられていない ①と②の両方 

小１～３年 6.4% （8.3%） 2.7% （2.1%） 0.9% （1.0%） 
小４～６年 6.9% （4.4%） 4.7% （0.9%） 1.8% （0.4%） 
中学生 10.5% （7.1%） 5.7% （1.7%） 2.1% （0.8%） 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

①～小3:怖くて落ち着かない

小4～:やる気が出ない

②いらいらしたり、かっとしたりする ①と②の両方

情緒的影響 小１～３年
小４～６年
中学生

10.5%

5.7%

2.1%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

①ぐっすり眠れていない ②食事がおいしく食べられていない ①と②の両方

身体的影響 小１～３年

小４～６年

中学生
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 【参考：集計結果】 

 

＜小学１～３年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眠れて

いない

807 

6%

眠れて

いる

7,789 

62%

まあま

あ眠れ

ている

4,062 

32%

質問１

毎日ぐっすり眠れている

食べら

れてい

ない

345 

3%

食べられ

ている

10,000 

79%

まあまあ

食べられ

ている

2,298 

18%

質問２

ご飯をおいしく食べられている

ある

2,364 

19%

すこしある

5,101 

40%

ない

5,151 

41%

質問３

こわくて、おちつかないことがあ

る

ある

2,953 

23%

すこしある

5,490 

44%

ない

4,162 

33%

質問4

むしゃくしゃしたり、いらいらし

たり、かっとしたりする

いない

709 

6%

いる

8,937 

71%

すこしいる

2,980 

23%

質問5

困ったことがあった時、話を聞い

てくれる人がいる
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＜小学４～６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眠れて

いない

937 

7%

眠れて

いる

7,278 

54%

まあま

あ眠れ

ている

5,326 

39%

質問１

毎日ぐっすり眠れている

食べら

れてい

ない

636 

5%

食べられ

ている

11,117 

82%

まあま

あ食べ

られて

いる

1,787 

13%

質問２

ご飯をおいしく食べられている

ある

2,705 

20%

すこしある

8,394 

62%

ない

2,410 

18%

質問３

やる気が出ないことがある

ある

2,979 

22%

すこしある

7,000 

52%

ない

3,538 

26%

質問4

むしゃくしゃしたり、いらいらし

たり、かっとしたりする

いない

394 

3%

いる

10,240 

75%

すこしいる

2,930 

22%

質問5

困ったことがあった時、話を聞い

てくれる人がいる
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＜中学生＞ 

 

 

 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

感染症対策による制限のある生活が続くため、児童・生徒の情緒

面の反応に留意する。教員やＳＣによる面談など、必要に応じて個

別対応を行う。 

 

眠れて

いない

1,120 

10%

眠れて

いる

4,231 

40%

まあまあ眠

れている

5,312 

50%

質問１

毎日ぐっすり眠れている

食べら

れてい

ない

610 

6%

食べられ

ている

7,492 

70%

まあま

あ食べ

られて

いる

2,566 

24%

質問２

ご飯をおいしく食べられている

ある

3,093 

29%

すこしある

6,110 

57%

ない

1,453 

14%

質問３

やる気が出ないことがある

ある

1,949 

18%

すこし

ある

5,162 

49%

ない

3,537 

33%

質問4

むしゃくしゃしたり、いらいらし

たり、かっとしたりする

いない

383 

4%

いる

7,711 

72%

すこしいる

2,559 

24%

質問5

困ったことがあった時、話を聞い

てくれる人がいる ある

760 

7%

すこし

ある

1,689 

16%

ない

8,220 

77%

質問６

相談したいことがある
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